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。

　地域全体の夢であり、悲願であった熊
野川河口大橋を含む一般国道42号新宮紀
宝道路が12月７日午後３時に開通しまし
た。開通にあたり、用地取得にご協力いた
だきました地元のみなさまをはじめ、国
土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事
務所、施工業者の方々等、関係者のご協
力とご尽力に衷心より御礼申し上げます。
　思い起こすと、平成 14 年、新宮市に
おいて「海岸道路の建設を促進する会」、
平成 15 年に旧鵜殿村において、「架橋
虹の会」が発足し、河口大橋建設に向け
ての署名活動から取り組みが始まりまし
た。そして、平成 16年に官民一体となっ
た「熊野川河口に橋を架ける会」が発足
し、各方面への要望活動、1,000 人規模
の決起大会を複数回開催するなど、活発
な活動を進めてきました。
　そうした活動が実を結び、要望開始か
ら20年、事業化から11年の歳月を経て、
三重県と和歌山県を結ぶ、未来への夢と
希望をのせた道路が開通しました。
　今回の開通は、地域住民のさらなる利
便性向上、観光・経済活動の活性化や医
療機関への搬送時間の短縮による緊急医
療活動の支援、台風や南海トラフ地震等
の災害発生時における国道 42 号の代替
路線として広域交通ネットワークの構築
など、様々な開通効果があり、この道路
が当地域の発展に大きく寄与する、「命
の道」であると期待しております。
　引き続き、整備が進む紀伊半島一周高
速道路の実現に向けて、関係者のみなさ
まのご支援とご協力をお願いいたします。
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